
法人 個人

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 省略可

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 省略可

○ ○ 省略可

○ 省略可

○ 省略可

○

□中小企業基本法第２条第１項に
規定する事業者又は、医療法人、一
般財団法人、一般社団法人、公益
財団法人、公益社団法人、社会福
祉法人、ＮＰＯ法人か

応援金振込口座の通帳の
写し

申請者の概要

感染防止対応

請求書

県が発行する「感染防止
対策取組書」の写し

申請者が本人であること
を証する書類の写し

【個人の場合】

【法人の場合】

現在事項全部証明書また
は履歴事項全部証明書の
写し

写真

業種に係る営業に必要な
許可等を全て取得してい
ることがわかる書類の写し

直近の確定申告書の写し
等

□金融機関名、支店名、普通・当座、口座番号の情報が確認できるか

□「店舗等外観」、「店舗内における感染防止対策」「感染防止対策取組書の掲示」が明確にわかる写真がそれぞれあるか

□「申請書兼実績報告書」と住所・法人名・代表者氏名が一致するか

□証明書が申請日から３カ月以内に発行されているか

□「暴力団排除条例にかかる誓約書」と住所、氏名が同じか

□税務署の受付印が押されているか。※電子申告の場合は、受信通知があるか

□「申請書兼実績報告書」と法人名・代表者氏名が同じか

□必要な書類がそろっているか。
　※営業に必要な許可が必要のない業種の場合は、市内で店舗を開設し、現在も営業していることがわかる、資格書、店舗の
概要がわかる書類、ホームページ等
例　飲食店、弁当・惣菜販売店、宅配（ピザ・寿司等） ⇒飲食店営業許可等
　　　建設業⇒建設業許可

□所在地が、申請対象の平塚市内にある事務所、店舗等になっているか
　※取組書の写しを提出してください。緑色の「LINEコロナお知らせシステム」のチラシは提出不要

□感染防止対策に１つ以上チェックされているか

□申請日、住所、法人名等、代表者職氏名、印鑑は、申請書兼実績報告書と一致するか

□口座情報が記載されているか

□通帳口座情報の写しと口座情報が一致しているか

申請書兼実績報告書

□代表者印は、請求書と同じ印を使用し、鮮明に押されているか

□④応援金振込口座の通帳の写し

□⑤神奈川県が発行する「感染防止対策取組書」の写し

□⑥写真「店舗等外観」「店舗内における感染防止対策の設置状況」「感染防止対策取組書の掲示」

□事業者の所在地、名称は、【法人の場合】本社の情報、【個人の場合】事業所の場所と屋号が記載されているか

事務処理欄　受付番号＿＿＿＿＿＿＿　　　担当者＿＿__＿＿＿＿

【新しい生活様式に取り組む中小企業等応援金】
　申請時チェックシート
※申請書類では、修正液、修正テープ、消せるボールペン（ﾌﾘｸｼｮﾝﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ）は
使用できません。

□【法人の場合】現在事項全部証明書又は履歴事項全部証明書に記載のある役員全員の記載があるか

□申請日、住所、法人名等、代表者職氏名、印鑑は、申請書兼実績報告書と一致するか

0805版

□①申請書兼実績報告書（第１号様式）【原本】

□⑧直近の確定申告書の写し（税務署受付印又は電子申告の受信通知のあるもの）
※設立後決算期や申告時期を迎えていない場合は、税務署受付印のある法人設立届出書、個人事業
開業届写し）

□②請求書（第２号様式）【原本】

□③平塚市暴力団排除条例にかかる誓約書（第３号様式）【原本】

提出書類がそろっている
か

□⑦業種に係る営業に必要な許可等を全て取得していることがわかる書類の写し
※許可が不要な業種の場合は、市内で店舗を開設し、現在も営業していることがわかる書類（資格書、
店舗の概要がわかる書類（ホームページの画面のコピー等））

【平塚市小規模事業者経営維持緊急支援補助金（家賃補助）の受領者
□⑩家賃補助を受領したことがわかる通帳等の写し

【個人の場合】
□⑨－２申請者が本人であることを証する書類の写し

平塚市暴力団排除条例
にかかる誓約書

【法人の場合】
□⑨－１　現在事項全部証明書又は履歴事項全部証明書の写し

「平塚市小規模事業者経営維持緊急支援補助金」

の交付を受けた方は、振込先通帳等の写しの提出

で、以下の提出書類を省略できます。。


